
はたらく高年齢労働者の健康と安全
「自分は、我が社は大丈夫。」と思っていませんか？

高年齢労働者への労働災害防止対策の取組が進んでいない

高年齢労働者に対す
る労働災害防止に取
り組んでいない
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出典：令和５年労働安全衛生調査

高年齢者の労働災害防止
取組状況（令和５年）全国
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年齢層別 労働災害による
休業見込み期間（令和５年）全国

令和５年に厚生労働省が行った調査の結果によると、６０歳以上の労働者が所属してい
る事業場のうち、高年齢労働者に対する労働災害防止に取り組んでいないと回答した事業
場の割合は43.7％に上りました。取組を行っていない事業場にその理由を尋ねたところ、
「自社の60歳以上の労働者は健康だから」と回答した事業場が半数近くを占めています。

高年齢労働者の労働災害発生率の高まりに
は、個人によりばらつきはあるものの、加齢
とともに進む筋力やバランス能力等の身体機
能の低下により、けがをしやすくなったり、
けがをした時に重症化しやすくなったりする
など、労働災害リスクが高くなるためと考え
られます。実際に、複数の調査で年齢が高ま
るほどに、身体機能が低下しているという結
果が報告されていますし、年齢を重ねるほど、
労働災害の休業見込み期間が長くなっている
ことが統計上も明らかになっています。

必要性を感じない
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他の経営課題と比較して重要でない

高齢者扱いすると怒る

取り組み方がわからない

労働者の関心がない

出典：中央労
働災害防止協
会「高年齢労
働者の身体的
特性の変化に
よる災害リス
ク低減推進事
業に係る調査
研究報告書」
（平成22年）

※評価1,2がハ
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斎藤一.『向老者の機能の特性』.労働の科学.1967,22巻,1号,pp6. より作図

20-24歳を100とした54-59歳の心身機能

(%)

「自社の60歳以上の労働者は健康だから」は本当か？

※２ステップ値（＝２歩幅÷身長）を評価するテストのこと

※
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高年齢労働者の転倒災害が減らない理由は？
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設備・装備などの対策、整理整
頓清掃の徹底等

骨密度、ロコモ度等のチェック
による転倒リスクの見える化

転びにくい、又は怪我しにくい
身体づくりのための取組

労働者の転倒防止対策の取組状況全国

出典：令和５年労働安全衛生調査

全国の統計を見ると転倒災害による死傷者数
の増加と労働力人口に占める60歳以上の割合の
増加にはかなり強い正の相関関係がみられます。
また、全国的にも大分県内においても転倒災

害の被災者は高年齢労働者の割合が高い状況で
あり、高年齢労働者の労働災害発生率の上昇に、
転倒災害の発生率の上昇が大きく関係している
ことは先ほどお示ししたとおりです。
このように高年齢労働者の転倒災害が増加し

ている最大の理由は、高年齢労働者の特性に配
慮した対策に取り組んでいる事業場がまだまだ
少ないということに加え、転倒災害防止の取組
を行っている事業場においても設備・装備の対
策や整理整頓の徹底等（ハード面）の対策を
行っている事業場がほとんどで、労働者の高齢
化に伴う身体機能の低下（ソフト面）の対策は
ほとんど行われていない、ということが挙げら
れます。
転倒災害の半数を占めるつまづきの転倒災害

は、ハード面とソフト面の両面から総合的な対
策を行うことが重要です。引き続き、ハード面
の対策に取り組んでいただくとともに、併せて
ソフト面の対策にも取り組んでいただきますよ
うお願いいたします。
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73.4%

不明
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エイジフレンドリー
ガイドラインの
認知の有無

全国

出典：令和５年労働安全衛生調査

厚生労働省では、高年齢労働者の労働災害防止の
ため、「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガ
イドライン」（以下、「エイジフレンドリーガイド
ライン」という）に基づく取組を進めています。
エイジフレンドリーガイドラインでは①安全衛生

管理体制の確立②職場環境の改善③健康や体力の状
況の把握④健康や体力の状況に応じた対応⑤安全衛
生教育などの内容が定められており、ハード面・ソ
フト面の双方の対策を行うことを求めています。
また、本件ガイドライン推進のために設けられた

エイジフレンドリー補助金では、今年度にはリスク
アセスメントで優先順位が高いと判定された措置に
ついて高い助成率で助成を行うハード面への効果的な対策の実施を補助するものが新設され、
既設のものでは、ソフト面へアプローチを助成するコースもあります。（詳細は次頁）
本件ガイドラインに沿った高年齢労働者の労働災害防止対策の実施とエイジフレンドリー

補助金の活用をお願いします。
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転倒災害による死傷者数と
労働力人口に占める60歳以上の割合全国

※死傷者数の出典は労働者死傷病報告
※労働力人口に占める60歳以上の割合の出典は総務省「労働力調査」
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出典：労働者死傷病報告

転倒災害による死傷者数（人）
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決して高くないエイジフレンドリーガイドラインの認知度
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